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蒲郡市地域公共交通網形成計画（案）のパブリックコメント実施結果について 

 

募集期間 平成２８年４月１日（金）から平成２８年５月２日（月）まで 

担当課 総務部 交通防犯課  

蒲郡市地域公共交通

網形成計画（案）の

閲覧方法 

（１）ホームページからの閲覧 

（２）冊子の閲覧場所 

  ・交通防犯課（市役所新館４階）、情報公開コーナー（市役所新

館４階）、公民館 

意見の提出方法 ・直接持参 交通防犯課へ書面で提出・郵送・FAX・E-mail 

提出意見数 １名１２件（メール） 

○提出意見と市の考え方 

No. 項 提出意見（要約） 市の考え方 

1  ○公共交通空白地対応、巡回バス

の導入 

私は先週、６０代の男性から「巡回

バスはまだかねえ」と聞かれまし

た。ご自分は、まだまだ運転できる

年齢です。「親戚が免許を返上し

た。自分もそのうちに免許を返さ

なくてはならなくなる」と言われ

るのです。市民が年をとっても安

心して暮らせる蒲郡の公共交通計

画を求めます。 

中日新聞3月9日付けによると、

豊川市の計画は「5年間でコミュニ

ティバスの利用者を約５万人増、

地域路線も現在の４地域から６地

域に拡大する。」と非常に具体的な

目標が掲げられています。蒲郡の

計画案に期待していましたが、相

変わらず巡回バスの実施に非常に

消極的です。 

 

「蒲郡市地域公共交通網形成計画」の

将来像では、「第４次蒲郡市総合計画」の

将来の姿を踏まえ、「子どもや高齢者らが

安心して移動することのできる公共交通

体系の構築」、「地域で創り、守り、育て

あげる持続性の高い公共交通体系の構

築」としております。「地域で創り、守り、

育てあげる」持続性の高い公共交通をも

って、交通空白地の解消を目指し、また、

既存の交通ネットワークを維持、改善し

ていくことで、移動環境の向上を目指し

ております。 

現在の「蒲郡市地域公共交通総合連携

計画」は、平成２６年３月に策定され、

計画期間内２年しか経過しておりませ

ん。その事業進捗状況の中間評価では、

全て適切に推進できていることから、「蒲

郡市地域公共交通網形成計画」において

も、これらの事業を推進していくことと

しております。 

2 1～

62 

○公共交通空白地対応 

「市の北部、特に山間部には公

共交通空白地が広がっており、こ

の空白地域の早期解消が必要とな

っている。」「高齢化は今後も続く

と見込まれ、自由な移動が困難な

高齢者が増えることが予想され

る。」、「平成２１年に実施された市

民アンケートでは、公共交通の利

便性の満足度が低いという結果が

 

記載のとおり、総合計画策定のため平

成２１年に実施された市民アンケート

で、公共交通の利便性の満足度が低いと

いう結果が出ております。「第４次蒲郡市

総合計画」にあげられた、「子どもや高齢

者らが安心して移動することのできる公

共交通体系の確立」、「地域で創り、守り、

育てあげる持続性の高い公共交通体系の

形成」を目指し、公共交通体系を一体的
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出ており」、「人口分布状況と鉄道、

バス路線の関係をみると、「ふれあ

い入浴送迎バス」のルートを除い

ては、公共交通機関が十分に行き

届いているとは言い難い状況にあ

る。」と市民が困っていることは否

定できません。 

 しかし、「鉄道駅から半径 1キロ

メートル、およびバス停から半径

300 メートルの範囲の人口集積状

況は約 6 万 2千人であり、人口約

8 万 2 千人の７６％を網羅してい

る」と空白地があまりないような

記述もあります。 

ところが「人口減少の中で高齢

者のみ増加するため、地域公共交

通の潜在需要規模は拡大すると見

通される」、「交通インフラがカバ

ーできていないエリアとしては、

主に市街化調整区域であり、中学

校区単位では、西浦校区の南東部、

形原校区の北東部、塩津校区の北

部、中部校区の北部、蒲郡校区の北

東部、三谷校区の北部、大塚校区の

北部といった場所がタクシーサー

ビスは行われているものの、いわ

ゆる「交通空白地」となっている。」 

と空白地は明確です。 

市が空白地でないとする地域も

「住民アンケート調査結果から見

た主な課題・・・公共交通に対する

評価・・・不便を感じている割合３

５％、理由は「自宅からバス停留所

までが遠い」５０．８％、「利用で

きるバス停留所があっても運行本

数が少ない・行き先が目的にあわ

ない」４３．３％」など、実際は不

便です。 

に改善することを目標とした「蒲郡市地

域公共交通総合連携計画」を平成２６年

３月に策定いたしました。 

この地域公共交通総合連携計画に基づ

き、公共交通空白地解消のための実験的

取組として、立候補のあった形原地区を

モデル地区とし、支線バス「あじさいく

るりんバス」の運行を開始しております。

このように、必要だと考える地域には導

入できる仕組みを整備しております。ま

た、形原地区での取組みを他地区へも波

及させるため、働きかけを順次行い、地

域と協働して検討を進めてまいります。 

また、公共交通空白地以外においても、

市内で運行されている路線バスについ

て、「蒲郡市地域バス協議会」を設置し、

ご意見のあった部分について協議を進め

てまいりました。平成２７年４月から、

運行事業者様のご協力もあり、協議結果

が反映されたルート、ダイヤで運行され

ております。 

3 35 ○運転免許返納対策 

「免許が手放せなくなっている

可能性が高い」、「高齢者が関わる

交通事故防止の削減のため、公共

交通サービスの拡充による免許返

 

蒲郡市では、平成２２年度から７０歳

以上の方に対して、タクシーの運賃が３

割引になる「高齢者割引タクシーチケッ

ト制度」を実施しています。これは、高
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納環境の向上が必要とされる。」 

 と述べていますが、実際の対策

がない。 

 

なお、「事故防止の削減」は事故防

止か、事故の削減かではないか。 

齢者の免許返納対策の一つと考えており

ます。市内での利用に限られますが、使

用目的に制限はなく、どのような用途に

も利用していただけます。また、タクシ

ーのみでなく、その他の公共交通機関と

合わせて利用いただくことで、行動範囲

も広がり、金額的にも押さえることがで

きます。 

 

※「事故防止の削減」については、「交通

事故防止のため、」に修正させていただき

ます。 

4 38 ○広域対応 

 「周辺自治体のコミュニティバ

ス事業・・・自地域内での運行に留

まり、蒲郡市域には接続していな

い」 

 自分の自治体内での運行は当

然。蒲郡市が巡回バスを形原しか

走らせていないのに、周辺自治体

のコミュニティバス事業に言及す

る目的はなにか。 

 

「地域公共交通の活性化及び再生に関

する基本方針」（平成２６年総務省告示・

国土交通省告示第１号）において、地域

公共交通網形成計画の記載事項として、

「広域性の確保」が定められております。 

 近隣市町村と接続されているコミュニ

ティバスもあることから、本市の現状を

把握するために記載しているものです。 

5 44 ○財政投入 

 市民アンケートでは、「税金を投

入して優先して維持すべきものと

して、「通学５４．８％、高齢者や

障害者など移動が困難な方の生活

の足を確保５１．４％、病院に通院

５０．３％」 

とあるので、この３つの目的のた

めに、税金を投入すべき。 

 

名鉄西尾・蒲郡線や路線バスが維持さ

れることに加え、幹線的な交通機関であ

る、鉄道、路線バスを補完する形で、支

線バスの運行やタクシー運賃の補助など

を行っており、上位３つの目的を満たす

ことができております。 

6 64 ○移動制約者対応 

 「蒲郡市第 4 次総合計画」にお

ける公共交通の位置づけで「公共

交通空白地の早期解消を図る」と

され、蒲郡市の公共交通の将来像

は、「子どもや高齢者らが安心して

移動することのできる公共交通体

系の構築」、「地域で創り、守り、育

て上げる」ことを目指すとされて

いる。 

また、基本的な方針として「交通

空白地居住者、独居高齢者等の「本

 

公共交通空白地の早期解消について

は、モデル地区である形原地区での運行

を開始しており、この事業の評価を行い

ながら他地区への波及を進めていくこと

となります。また、将来像にもあるよう

に継続性のある公共交通とするために

は、交通事業者や行政が確保するのでは

なく、「地域で創り、守り、育て上げる」

ことが必要です。 

蒲郡市地域公共交通網形成計画（案）

では、モデル地区である形原地区と同様
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当に困っている人」の移動を救う

ことにまずは重点を置き対応す

る」とあるが、取り組みはそうなっ

ていない。 

計画期間は平成 28 年度～32 年

度の 5 年間だが、５年先も、空白

地の早期解消がされる記述がな

い。 

に地域協議組織を通しての事業構築が可

能となっております。この地域協議組織

の組成を促進するため、公共交通空白地

での働きかけを実施していくこととなり

ます。 

計画の推進は PDCA サイクルをもっ

て行います。これにより、各事業の改善

を図り、適切に計画を推進してまいりま

す。 

7 74 ○民間路線への対応 

 「サービス提供者側主導のネッ

トワークは、ともすれば事業採算

性が重視され、利用者目線でのサ

ービス提供が軽視される可能性が

ある。」とあるが、鉄道やバスの事

業者は商売なのだから、採算性重

視は当然。そこを公共が、利用者目

線を実施するために、事業者に補

助など行っているのではないの

か。蒲郡市が市民目線をもってい

ないのに、事業者に責任転嫁をす

るような記述は失礼。 

 

 民間事業者である、運行事業者が採算

性を重視することは当然であり、蒲郡市

の補助は、社会基盤として、その維持存

続を図るために行っております。 

 利用者目線を実施するために、多岐に

渡る委員にご参加いただいている地域公

共交通会議を実施しており、そこでの協

議を基に事業を推進してまいります。 

 なお、蒲郡市地域公共交通会議には、

運行事業者も委員として参加しており、

協力を得ながら事業を推進しておりま

す。 

8 76 ○利用促進策 

 「利用促進の取り組み・・・地域

住民の口コミなど、地域の自発的

な行動を誘発する取り組みが望ま

しい」 

 これは地域住民に責任転嫁であ

る。利用したくとも、バスはない、

停留所があっても、遠い、走ってな

いのに、どんな口コミをしろとい

うのか。 

 

地域に路線がなかったとしても、知っ

ていただく、興味を持っていただく、そ

して実際に乗っていただくと、興味を持

つことに繋がり、公共交通空白地での地

域協議組織の組成などへも繋がっていく

と考えております。 

9 77 ○数値目標、料金設定、財政投入 

 数値目標があまりに低く、市民

の願いとかけ離れている。 

 空白地の早期解消や、本当に困

っている人の対策が、こんな低い

数値目標で、実現するのか。 

 名鉄電車や路線バスには、確か

に路線維持の補助金を出してい

る。これまでも、１００円などの一

律の低額利用料として、利用者の

増大を図るよう提案してきた。こ

 

既存の交通ネットワーク網を維持確保

し、その上でこの交通ネットワークに接

続するように、支線バス検討のための地

域協議組織の組成を推進してまいりま

す。 

蒲郡市内の初乗り運賃の設定や、全区

間乗り放題の１ヶ月５千円の無記名式定

期券の発行など、運行事業者にも利用増

加を図る取り組みを実施していただいて

おります。住民アンケートの結果、これ
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れは、あらたな財政負担は必要あ

りません。むしろ、利用者が増え、

市の負担が軽減されるものです。

なぜ、この点を検討されないのか。 

以上の税金の投入は望まれていないこと

から、「見える化」の推進や周知など、運

行事業者と協力して実施していきたいと

考えております。 

10 84 ○公共交通空白地対応 

「交通空白地解消のための検討に

ついては中学校区単位の「地域協

議組織」が設置されたモデル地域

を定め・・・」とあるが、これも市

民に責任転嫁するものである。「中

心部から離れた非常にちいさな集

落の単位で相談をする」、というも

のならまだしも、中学校区単位の

組織を市民が作らなければ、コミ

ュニティバスは実施しないと言っ

ているのは、市の責任放棄です。 

 

持続性のある公共交通とするために

は、「地域で創り、守り、育て上げる」こ

とが重要であり、また、それぞれの地域

で求める公共交通の形も異なります。そ

のため、地域協議組織での協議が必要と

なってきますが、中学校区単位程度と定

めており、必ずしも中学校区単位で組成

しなければならないわけではありませ

ん。市としてもモデルルートや計画の提

案、モデル地区の情報提供などを積極的

に行い、地域協議組織の設置を推進し、

公共交通空白地の解消を進めます。 

11 85 ○利用促進策 

 「見える化」しても、バスが走っ

てない、ということが「見える」だ

けではないのか。調べるに値する、

バスの路線、本数を確保してくだ

さい。 

 

乗車をしようと思っても、時間やバス

停の場所が分からなければ、乗車するこ

とができません。「見える化」によって、

分かりやすくなり、利用者の確保に繋が

ると考えております。 

12 88 ○利用促進策 

 「老人クラブの会合などに市担

当者が出向き、公共交通の利用方

法を紹介する」 

 利用方法を紹介されても、市民

病院に行けない、市役所に行くバ

スはない、バス停まで遠い、本数が

ない、料金が高い、空白地である、

などを解決しなければ、利用でき

ない。利用方法の紹介より、高齢者

が公共交通で困っていることに耳

を傾けてくるべき。利用方法の紹

介なんて、上から目線ではないか。 

 

乗り方が分からない、行き先が分から

ないという不安が、公共交通の利用を遠

ざける要因の一つと考えております。そ

うした不安を取り除き、利用者を増加し

たいと考えております。 

運行事業者との協働で路線図マップを

配布するなど、周知についても進めてお

ります。バスなどの地域の足である公共

交通機関をより身近に感じていただき、

実際にご利用いただくためにも、利用方

法などの周知は必要だと考えておりま

す。 

 


